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て GIS（地理情報システム）を用いた分析（SWOT 分析）を行った。 
まず、「強み（S）」であるが、JR の駅前、商業施設の立ち並ぶ好立地である点、周辺人口が多い
点、和歌山県紀南地区を含め玄関口である点などが考えられる。特に、みその商店街の南部 1 キロ
圏内には 19,854 人の商圏人口が存在する点などが明らかとなった（図 1 参照）。さらに、商店街の
南東部２キロほどの地点での周辺 1 キロ商圏人口は 18,410 人、西部（和歌山市駅周辺地区）2 キ
ロ地点の周辺 1 キロ商圏人口は 10,828 人の人口が存在することが GIS の分析より明らかになって
いる（本分析にはインフォマティクス社の SIS を利用）。  
図 1 みその商店街の周辺商圏人口










口についても GIS を用いて分析を行ったが、42,219 人で































                                                        































この結果、同町の通行量は一時 1 万人を割るまで落ち込んだが、2018 年時点で、2 万 5000
人まで回復した。居住人口もほぼゼロだった同地区から 1000 人（321 戸）へと増加した。









                                                        
2  福川祐一「中心市街地のにぎわいを取り戻す：復活を遂げた高松丸亀町商店街」2019 年 5 月











き店舗だったのが、2020 年 1 月現在（著者によるヒアリング）で 23 件すべて埋まるようになった。この
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